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はじめに

 北大塚古墳は、木津川東側の丘陵頂部に位置して

います（第１図）。この古墳は、明治時代に埴輪が

採集された記録が残っています。また大正時代には

地形の観察や石材の分布、地元住民の聞き取りなど

から、複数の古墳が存在していたことが報告されて

います。

　今回は特別支援学校建設計画地造成工事に伴い、

京都府教育委員会の依頼を受けて、平成28・29年度

に発掘調査を実施しました。

　北大塚古墳の周辺は広く竹薮となっており、調査

着手時には筍栽培に伴う土入れや土取りのための土

地改変を受けており、本来の地形はほとんどわかり

ませんでした。平成28年度には小規模調査を実施

し、３基の横穴式石室墳を確認し、平成29年度には

その周辺を広げて新たに１基の古墳を確認し、合計

４基の古墳を調査しました。

調査の成果（第２図）

１号墳　丘陵の最高所で検出した古墳で、墳丘の西

側は筍の土取りのため削平を受けていますが、東側

の残りのよい部分では1.5ｍの高さで墳丘が残って

います。墳丘の北側には周溝が掘られており、直径

15ｍ程度の円墳に復原できます。石室は南に開口す

る横穴式石室ですが、石材はほとんど抜き取られて

おり、石室内の埋葬面も完全に壊されていました。

部分的に残存した石材や石室の石を抜き取った穴の

配置から、両袖の横穴式石室であったことがわかり

ました。石室の規模は、玄室長4.3ｍ、同幅1.8ｍ、

羨道長2.5ｍ、同幅1.1ｍと推定されます。石室の中

に納められていた副葬品は、羨門の外側や羨道を埋

める土の中に捨てられている状態で見つかりまし

た。これらの土器の形から６世紀後半の古墳と判断

されます。廃棄された須恵器・土師器に混じって伊

万里焼の茶椀が出土したことから、江戸時代以降に

壊されたと判断できます。

２号墳　１号墳の南に位置する古墳です。墳丘の盛

り土は削平されて残存していませんでしたが、北側

で幅1.8ｍの周溝を検出し、東側では地山を削り出

した墳丘の一部を確認したことから、直径15ｍ程度

の円墳と推定されます。石室は南に開口する横穴式

石室で、石材は玄室の奥壁と側壁の一部が残ってい

ました。羨道は削平のため残っていませんでした。

残存している石材と石材を抜き取った穴の配置か

ら、石室は右片袖で、石室の規模は、玄室長3.5

ｍ、同幅1.7ｍ、羨道長3.4ｍ以上、同幅1.0ｍと推

定されます。これらの石を取り除くと石室内の床面

全体に、厚さ0.25ｍ程度にわたって拳大～人頭大の

石と炭が敷かれていました。この炭に混じって、鎌

倉時代前期の土器が出土したことから、この時期に

何らかの目的のために石室が再利用されたと考えら

れます。炭の層を除去すると、玄室の南西部で幅

0.8ｍ、長さ2.0ｍの範囲に拳大の石が敷かれていま

した。この石敷きの上で耳飾り、須恵器　が出土し

たことから、古墳の埋葬に伴うものと考えられま

す。築造時期は１号墳と同じく６世紀後半と考えら

れます。石材が抜き取られ、割られた石が詰め込ま

れた時期は、石室内の炭の層の一部を壊しているこ

とから、鎌倉時代以降と考えられます。

３号墳　１号墳の南東、２号墳の東側で検出した古

墳です。石室は２石だけが原位置を留めており、ほ

とんどの石は抜き取られていました。石の抜き取り

穴の配置から玄室の長さ3.0ｍ、幅は1.0ｍ程度と推

定されます。墳丘は削平されていました。石室の攪

乱坑の中から耳飾り２点、鎌倉時代の土師器皿が出

土しました。築造時期は不明です。

４号墳　３号墳の南東で検出した古墳です。墳丘は

削平されて残っていませんが、石室の北側に幅0.9

ｍの周溝が巡っており、直径7.4ｍの円墳に復原で

きます。石室は南に向けて開口した横穴式石室

で、南側は削平を受けて消失しています。玄室の

石材は左右の側壁のものが残っており、石室長は

3.8ｍ、幅0.95ｍを測ります。棺を納める玄室内か

らは須恵器杯身が検出され、その年代観から７世

紀前葉の築造と判断されます。

まとめ

　木津川市や城陽市域では前期～後期の古墳が多

数分布しているのに対して、井手町内では前・中

期の古墳の分布は知られておらず、20か所の後期

古墳・古墳群の存在が知られているだけです。井

手町内では、城陽市境にある茶臼塚古墳（６世紀

後半）、小玉岩古墳群、平山古墳などで発掘調査

がされています。小玉岩古墳群では７世紀代の横

穴式石室３基が調査されています。平山古墳は６

世紀中頃の古墳で、陶棺のほか馬具や鉄刀が出土

しています。今回の北大塚古墳の調査は、井手町

内で数少ない後期古墳の調査となりました。

　これまで北大塚古墳は単独の古墳と考えられて

いましたが、大正時代の報告にあるように、丘陵

上に４基の古墳が存在する群集墳であることがわ

かりました。これらの古墳は後世の土地の改変に

伴い埋もれていました。古墳の墳丘や石室が徹底

的に壊されていたとは言え、今回の調査で古墳群

の実態が明らかになりました。

　今回の調査は、古墳時代の井手町の歴史を考え

る上で貴重な成果となりました。
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第１図　調査地及び周辺遺跡分布図

（国土地理院　1/25,000　田辺）

付表　古墳の規模一覧（単位はｍ） ※は残存長、その他は抜き取り穴から推定
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第２図　古墳分布図
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第３図　横穴式石室模式図
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写真１　１号墳全景（南から）

写真２　１号墳副葬品廃棄状況（南東から）

写真４　２号墳石室破壊状況（南西から）

写真６　３号墳石室全景（南東から）

写真７　４号墳石室全景（北西から）

写真３　１号墳周溝（北西から）

写真５　２号墳全景（北から）
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